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１．はじめに 

 

九州新幹線の全線開通時期にあわせ、熊本駅では、

駅および周辺地域の整備計画が進んでいる。この計

画において県や市は、緑と水の自然や歴史性を活か

した「パークステーション」構想を掲げており、夏

目漱石が“森の都”と称した熊本を象徴する駅のデ

ザインを目指している。 

駅のデザインについては、1965 年に京都駅を含む

東海道新幹線の駅関連施設が日本建築学会作品賞に

選ばれ、このときの画一的な駅舎の建築がその後日

本の駅建設の模範となった。その後、新京都駅のコ

ンペにおいても、駅舎ではなく駅そのものを提案し

た応募案がなかったことが悔やまれると、伊澤１）は

著書のなかで述べている。また、今野ら２）は城下町

と周辺地形に関する研究で、地形という唯一無二で

多様な様相をみせる自然の要素が都市と一体となっ

ていることで、日本の城下町の多様な佇まいがうま

れているとまとめた。つまり、ほかのどの駅とも違

う個性豊かな駅を提案するには、まずデザインの準

備段階として、駅が立地している周辺の地形を把握

することが必要になるとかんがえられる。 

そこで本稿では、駅周辺の地形にくわえて、鉄道

が形成する軸、駅と地形との連携について駅空間を

モデル化し、全国の主要な駅を類型化した。熊本駅

と類似するタイプを比較分析することで、整備目標

をしめし、周辺の地形と一体となった熊本駅の提案

をおこなう。 

２．分析対象 

 

分析対象は、提案をおこなう熊本駅のほかに、熊

本駅との比較対象として、全国の都道府県庁所在地

に立地する駅を中心に 50 事例を選定した。そこで、

今野らの研究を参照し、それぞれの駅において周辺

地形の分析をする。地形の計測には国土地理院が発

行している 2万5千分の1の地形図をもちいて、「山」

と「川」に着目した地形の分類をおこない、熊本駅

と同分類となる他駅について詳細に分析をした。な

お、熊本駅以外では広島駅などの数駅で現地調査を

おこなっている。 

 

３．地形特性に着目した駅空間モデル 

 

分析をおこなうにあたって、まず駅空間をモデル

化した。それは、以下に示す 3 段階の構成を有して

いる。それぞれの段階について、熊本駅を例に説明

したい。 

・ 第１段階－「地形」 

 駅に降り立った

人たちは周辺の山

や川をおとずれる

場合、まず歩いてい

くだろうと考えら

れる。そこで地形図

上で確定した 50 の

駅を中心として、遊

歩、散策の歩行距離

の1.2km３）を半径と

する範囲内で「山」や「川」といった地形要素を抽

出する（図－１）。 

熊本駅では、駅を中心にして山と川に囲まれた地

形であることがわかる。 
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図－１ 「地形」モデル 



 

 

・ 第２段階－「軸方向」 

 鉄道は地域に対

して、単に交通面だ

けではない、大きな

印象を与える軸を

形成する。また、

人々の視線や動線

についてかんがえ

ると、軸方向にくわ

えて、駅前広場から

の眺めや鉄道をは

さんだ両地域間の行き来といった、直行する方向へ

の誘導が重要となる。このように、鉄道という軸が

できることによってうまれる 2 種類の方向性を、こ

こではあきらかにする（図－２）。 

熊本駅では、山と川を分けるように鉄道が軸を形

成し、現在は川側が駅前、山側が駅裏といった地域

の構成となっている。 

 

・ 第３段階－「連携」 

 駅と各地形要素

とのつながりの指

標として、駅から山

や川までの距離の

把握があげられる。

また、樋口４）の山に

対する仰角をもち

いた仰観景の研究

や、山下５）の川幅に

よる景観認識の研

究から、それぞれの地形要素についての性格付けと

その評価をおこなう（図－３）。ここでは、駅がもつ

多機能な側面、たとえばバスターミナルや熊本駅で

いえば路面電車などの駅前広場内での連携にはふれ

ていない。これに関しては、今後の課題としたい。 

熊本駅では、山への最短距離が 590m、花岡山と

万日山への仰角はそれぞれ約 10°と約 8°で、好ま

しい仰観景とする仰角 9°近傍にある。また、白川

と坪井川への最短距離はそれぞれ 340mと 290mで

あり、川までは直線の道路で結ばれているので、つ

ながりは強い。それぞれの川幅は、150mと 20mで

あり、高水敷から周縁を眺める白川と川沿いや橋の

上から流軸を眺める坪井川といった性格付けができ

る。 

 

４．周辺地形の類型化 

 

前述した駅空間モデルに従って、熊本駅と他の 50

事例について分類をおこなう。 

（１）第 1 段階－「地形」 

山地形によって、全事例は以下の 5 つに分類でき

た。 

①山懐型（1/51駅）：平地に張り出した尾根などに囲

まれた山懐に、山に抱かれるように駅が立地して

いるもの。 

②山際型（4/51駅）：連続する山並みを形成している

山と駅との間には街区がなく、山に沿うように駅

が立地しているもの。 

③山寄り型（6/51駅）：山際型ほど山と駅が接近して

おらず、山の端から 1.2km以内に駅が立地してい

るもの。 

④山独立型（5/51駅）：独立した山の端から、1.2km

以内に駅が立地しているもの。 

⑤山なし型（35/51 駅）：駅の周囲 1.2km以内に山が

ないもの。 

川の位置によって、全事例は以下の 5 つに分類で

きた。 

①境界型（7/51駅）：山を背に駅の前面が川で区切ら

れるもの。 

②合流型（3/51駅）：駅が合流する川にはさまれるも

の。 

③二河川挟間型（7/51駅）：駅がほぼ並行する川には

さまれるもの。 

④沿川型（19/51駅）：駅の側方一方が川で区切られ

るもの。 

⑤川なし型（15/51 駅）：駅の周囲 1.2km以内に川が

ないもの。 

 表－１より、熊本駅は「山懐－境界型」である。

このような地形の組み合わせは他事例にはみられず、

とくに山懐型は熊本駅だけの特徴である。また、境

界型にあげられた他の 6 事例は熊本駅と同様に、側

方を「山」と「川」という異なる表情をもった地形

に囲まれているため、比較対象として詳細な分析を

おこないたい。 

図－２ 「軸方向」モデル 

図－３ 「連携」モデル 



 

 

 

 

 

（２）第２段階－「軸方向」 

 鉄道を地域の軸としてとらえると、それに対し「平

行」と「垂直」という性格を周辺の地形要素に与え

る。熊本駅では、鉄道の軸に対して山や川が「平行」

に存在している。このことから、周辺の地形要素と

「平行」の関係にある事例を選定した。また、鉄道

が川と「交差」「接近」する場所を、山のように立体

で把握できない川の存在を認識できる点として注目

した。この段階では、熊本駅のほかに山について 14

事例、川について 23 事例を選定することができた。 

 

（３）第３段階－「連携」 

 第２段階で選定した事例について分析をおこなう。 

駅と山の関係の把握には、駅からの最短距離と仰

角を計測し、山が見えるのか、山頂まで歩けるのか

という点に対して、地形図上で計測値と照らし合わ

せて分類した。また、熊本駅における山までの最短

距離の 590ｍに幅を持たせて、650ｍ以下のもの選定

し、比較対象として詳細分析をおこなう（表－２）。 

駅と川の関係の把握には、駅から川へ抜ける直線

の道路や広場のある、なしで分類した。また、熊本

駅における川までの最短距離の 340m に幅を持たせ

て、400m 以下のものを選定し、比較対象として詳

細分析をおこなう（表－３）。 

 以上より、第２、第３段階の類型化によって、熊

本駅のほかに山について 6 事例、川について 8 事例

が分析対象となる。 

 

５．周辺地形の分析 

 

 それぞれの段階で選定した熊本駅の比較対象駅に

ついて、より詳細な分析をおこなう。紙面の都合に

より、すべての段階で同じタイプに属する広島駅を

おもにとりあげ、紹介していきたい（図－４）。 

（１）山についての分析 

表－１、２より、

広島駅は熊本駅と

ほぼ同じタイプの

周辺地形である。こ

こで、2 つの駅で唯

一異なっている、山

地形について注目

する。「山寄り型」

では、「山懐型」ほ

どの囲まれ感はな

く、広島駅のように東側が大きく開けた地形である

こともある。これは、「山際型」にも同様のことがい

える。 

これより、熊本駅周辺の地形は囲まれているとい

う認識がつよく、県や市が掲げる地形を一体とした

「パークステーション」には有効だとかんがえられ

る。また、積極的に山の面白さを活かした事例はな

く、熊本駅のように独特な山地形は駅空間のデザイ

ンに活かすべき点である。 

※駅名（川への最短距離，交差するかどうか）

※一）は一河川、ニ）はニ河川、合）は合流河川をあらわす。

表－１ 「地形」による類型化 

表－２ 山との「連携」による類型化 

表－３ 川との「連携」による類型化 

図－４ 広島駅の分析 



（２）川についての分析 

 広島駅の京橋川と猿猴川の性格付けをすると、そ

れぞれの川幅は 80m と 60m となり、両方とも堤防

天端から対岸や周縁を眺めるような河川だといえる。

一方、熊本駅の白川、坪井川の特徴としてあげられ

ることは、川幅が 150mと 20mと異なる河川が並ん

で流れていることだ。ほかの事例をみても、このよ

うな特徴が顕著にみられるものはない。つまり、駅

から歩いていける範囲にある 2 河川で違う体験がで

きるということは、熊本駅の持つおもしろさのひと

つだといえる。山の場合と違って、積極的に川の面

白さを活かそうとする事例は数例ある。徳島駅の例

では、駅から 320m に位置する新町川を「新町川ボ

ードウォーク」として整備し、休日にはパラソルシ

ョップを催し、川では周遊船を運航するなど、川を

楽しむ工夫は熊本駅にも活かしていきたい。 

 

６．熊本駅への一提案 

 

以上の分析より 3 つの整備目標をあげ、図－５に

整備計画図としてしめす。 

Ⅰ．熊本駅を中心に周辺地形を結ぶ視線と動線の軸 

熊本駅周辺のように三方を山に囲まれた地形は、

風水の思想で「蔵風得水」とよばれ、南北の軸にく

わえ、東西に軸ができれば、その中心に「気」がた

まる強力な地形６）としている。そこで、整備計画に

含まれる鉄道の高架化によって、東西に分断してい

た地域の行き来がしやすくなり、花岡山、万日山か

ら白川、坪井川まで人々の視線や動線を誘導するこ

とで、東西に軸ができ、中心に位置する熊本駅の活

性化につながっていく。 

Ⅱ．山のパノラマ感と展望公園からの眺め 

 熊本駅周辺整備計画にある西口広場の予定地から

花岡山、万日山は良好な仰観景だといえる。また、

独特な山の形状を活かした熊本駅からの視線を確保

することで、駅に降り立った人は、最初に緑のパノ

ラマ眺望を得ることができ、“森の都”熊本を感じる

ことができる。また、花岡山山頂にある展望公園か

ら熊本駅は俯瞰景の中心領域にあり、そこからの眺

望に対する駅舎の見えにも十分な配慮が必要となる。 

Ⅲ．白川と坪井川のちがいを活かした川づくり 

 並んで流れる白川と坪井川の川幅のちがいを活か

し、白川は遠景を眺めながらゆったりと歩く場所と

して、坪井川は両岸をいったりきたりしながら水辺

の歩行を楽しむ場所として整備する。また、坪井川

では河岸にオープンカフェを設置して水辺を歩く人

たちや水上交通の行き来をみることができるといっ

た、川らしさを活かした整備をすることで、駅から

川への動線の軸が形成される。 

 

７．おわりに 

 

本稿では、周辺の地形特性に着目した駅空間デザ

インへの一提案として、駅を中心とした周辺地形の

類型化と分析から 3 つの整備目標をあげ、整備計画

図としてしめした。今回は、周辺地形と駅とのかか

わりに主眼をおいて分析をおこなったが、駅空間に

は駅前広場やその内部にある交通施設、さらには駅

舎があり、それらを総合的にかんがえた提案をする

必要がある。これに関しては、今後の課題としたい。 
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図－５ 熊本駅の整備計画図 


